
は
じ
め
に
―
問
題
と
目
的

自
閉
症

(

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害)

に
関
す
る
研
究
は
、
そ
の
発

症
の
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
、
神
経
機
構
や
認
知
機
能
・
言
語
機
能

の
特
性
に
関
す
る
も
の
、
発
生
率
や
有
病
率
な
ど
に
関
す
る
疫
学
的
・
統

計
学
的
な
も
の
、
症
状
の
軽
減
を
目
指
し
た
治
療
や
療
育
に
関
す
る
も
の

が
あ
る
。

発
症
の
要
因
に
関
し
て
は
、
近
年
、
遺
伝
と
環
境
と
の
相
互
作
用
と
考

え
る
こ
と
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
環
境
側
の
要
因
と
し
て
は
、
一
般
的

嗜
好
品

(

タ
バ
コ
や
ア
ル
コ
ー
ル)

、
環
境
化
学
物
質

(

Ｐ
Ｃ
Ｂ
、
重
金

属
、
農
薬
・
殺
虫
剤
な
ど)

、
食
事
、
社
会
的
要
因

(

社
会
階
層
、
人
種)

、

そ
の
他
の
要
因

(

ワ
ク
チ
ン
、
抗
生
物
質
、
父
母
の
年
齢
、
低
出
生
体
重

な
ど)

が
広
範
に
研
究
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
確
定
的
な
結
論
は
得
ら
れ

て
お
ら
ず
、
今
後
の
大
規
模
な
出
生
コ
ホ
ー
ト
を
対
象
と
し
た
エ
コ
チ
ル

調
査
に
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る(

１)

と
い
う
。

脳
の
神
経
機
構
や
認
知
機
能
に
関
し
て
は
、
樹
状
突
起
ス
パ
イ
ン
の
未

熟
、
ニ
ュ
ー
ロ
ン
や
グ
リ
ア
細
胞
な
ど
の
組
織
増
加

(

一
過
的
な
脳
体
積

の
増
加)

、
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
活
動
低
下
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
り
、

人
よ
り
も
モ
ノ
を
選
好
的
に
注
視
す
る

(

モ
ノ
に
比
べ
て
、
他
者
の
顔
刺

激
や
顔
の
う
ち
目
を
注
視
す
る
傾
向
が
弱
い)

傾
向
の
あ
る
こ
と
、
言
語

処
理
の
偏
り

(

知
識
レ
ベ
ル
の
処
理
に
は
問
題
が
な
い
一
方
、
意
味
レ
ベ

ル
で
課
題
を
持
つ)

な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る(

２)

。

疫
学
的
・
統
計
的
な
研
究
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の

C
e

n
te

rs
fo

r
D

ise
ase

C
o

n
tro

l
an

d
P

re
v
e

n
tio

n
(

C
D

C
：

疾
病
管
理
予

防
セ
ン
タ
ー)

が
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
で
あ
る
と
診
断
を
受
け
た
子

ど
も
の
数
を
ウ
ェ
ブ
上
で
公
表(

３)

し
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
に
、
こ
の

セ
ン
タ
ー
に
協
力
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
一
一
の
地
域
で
実
施

さ
れ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
六
八
人
の
子
ど
も
の
う
ち
一
人
の
割
合
で
自
閉

症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
と
の
診
断
を
受
け
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
に
実
施

さ
れ
た
同
様
の
調
査
結
果
で
あ
る
一
五
〇
人
に
一
人
と
比
べ
る
と
明
ら
か

に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
に
実
施
さ
れ
た
調
査
結
果
と
二

〇
一
二
年
の
調
査
結
果
と
は
同
じ
診
断
比
率
で
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
は
全

体
の
平
均
値
で
あ
り
、
一
一
地
域
の
う
ち
二
つ
の
地
域
で
は
統
計
的
に
有

意
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る(

４)

。

こ
う
し
た
地
域
差
に
か
か
わ
っ
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
自
閉
児
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と
そ
の
家
族
の
転
出
・
転
入
を
考
慮
に
入
れ
た

｢

対
象
地
域
で
生
ま
れ

て
、
五
歳
ま
で
に
自
閉
症
と
診
断
さ
れ
る
子
ど
も
の
数

(

発
生
数)｣

と

｢

五
歳
ま
で
に
対
象
地
域
に
居
住
し
て
い
る
自
閉
症
と
診
断
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
の
数

(
有
病
数)｣

と
を
比
較
す
る
と
い
う
四
年
間
の
追
跡
的
研

究(

５)

が
横
浜
市
で
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
発
生
数
は
九
七
人
、

有
病
数
は
一
二
三
人
と
な
り
、
発
生
率
と
有
病
率
の
正
確
な
把
握
が
必
要

な
こ
と
、
ま
た
、
社
会
的
要
因(
こ
の
研
究
で
は
、
診
断
な
ど
の
公
的
サ
ー

ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る
と
い
う
地
域
特
性)

に
よ
っ
て
、
有
病
率
が
影
響

を
受
け
る

(

こ
の
研
究
で
は
、
自
閉
児
と
そ
の
家
族
の
転
入
が
転
出
を
上

回
る
た
め
、
有
病
率
の
ほ
う
が
高
く
な
る)
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。ま

た
、
特
別
支
援
学
校
な
ど
に
在
籍
す
る
自
閉
症
児
数
の
推
移
の
分
析

な
ど
も
、
統
計
学
的
な
研
究
に
該
当
す
る
。
特
別
支
援
教
育
の
制
度
が
導

入
さ
れ
た
平
成
一
九
年
度
以
降
の
デ
ー
タ
を
対
象
に
、
小
学
生
と
中
学
生

に
限
定
し
て
文
部
科
学
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト(

６)

を
検
索
し
た
結
果
、
知

的
障
害
の
特
別
支
援
学
校

(

こ
こ
に
自
閉
症
児
は
通
学
し
て
い
る
と
判
断

さ
れ
る)

に
在
籍
す
る
子
ど
も
は
、
平
成
十
九
年
度
で
は
、
小
学
部
で
二

万
八
千
二
二
八
名
・
中
学
部
で
二
万
二
千
四
八
三
名
で
あ
っ
た
も
の
が
、

平
成
二
七
年
度
に
は
、
小
学
部
三
万
四
千
七
三
七
名
・
中
学
部
二
万
七
千

九
八
七
名
と
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
校
の
特
別
支
援
学
級
に
在
籍

す
る
子
ど
も

(

自
閉
症
・
情
緒
障
害
に
該
当
す
る
児
童
・
生
徒)

は
、
平

成
二
〇
年
度
で
は
、
小
学
生
が
三
万
二
千
一
三
二
名
・
中
学
生
が
一
万
一

千
五
七
〇
名
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
二
七
年
度
に
は
、
小
学
生
六
万
四

千
三
八
五
名
・
中
学
生
二
万
五
千
七
七
二
名
と
増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

一
般
校
に
お
い
て
通
級
で
指
導
を
受
け
て
い
る
自
閉
症
と
さ
れ
る
子
ど
も

は
、
平
成
一
九
年
度
で
は
、
小
学
生
が
四
千
九
七
五
名
・
中
学
生
が
四
九

四
名
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
二
七
年
度
に
は
、
小
学
生
一
万
二
千
〇
六

七
名
・
中
学
生
二
千
一
二
二
名
と
増
加
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
増
加
現
象
が
な
ぜ
生
じ
る
の
か
つ
い
て
は
、
現
在
、
様
々
な

観
点
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
全
体
が
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る

発
達
障
害
に
つ
い
て
敏
感
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
わ
が
子
が
自
閉
症
で
は

な
い
か
と
案
じ
て
相
談
や
診
断
の
場
に
出
向
く
親
が
増
え
て
き
た
こ
と
も
、

こ
れ
に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
診
断
を
担
当
す
る
専
門
職

の
多
く
が
、
そ
の
基
準
と
し
て
参
照
し
て
い
る

D
iag

n
o

stic
an

d

S
tatistical

M
an

u
al

o
f

M
e

n
tal

D
iso

rd
e

rs
5
(

D
S

M

�５：

精
神
障
害
の

診
断
と
統
計
マ
ニ
ュ
ア
ル)

が
多
元
的
診
断
を
中
心
と
す
る
方
向
に
改
訂

さ
れ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、

そ
れ
ま
で
の
自
閉
性
障
害
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
障
害
、
特
定
不
能
の
広
汎
性

発
達
障
害
、
小
児
期
崩
壊
性
障
害
が

｢

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害｣

と

し
て
統
合
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
改
訂
が
、
診
断
さ
れ
る
子
ど
も
の

数
(

発
生
率
や
有
病
率)

に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
る
の
か
は
未
知
で

あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
事
者

(

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
と
診
断
を
受

け
た
子
ど
も
と
そ
の
家
族)

に
と
っ
て
は
、
こ
の
診
断
は
、
百
パ
ー
セ
ン

投 稿 論 文
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ト
逃
れ
ら
れ
な
い
現
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
症
状
の
軽
減
を
目
指
し

た
治
療
や
教
育
に
関
す
る
研
究
に
、
特
に
保
護
者
は
、
大
き
な
期
待
を
か

け
る
こ
と
に
な
る
。
療
育
は
、
特
定
の
理
論
や
学
問
的
証
拠
に
基
づ
い
て

組
み
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
目
前
に
い
る
自
閉
症
の
子
ど
も
と
家

族
に
対
す
る
支
援
と
い
う
性
格
上
、
療
育
の
担
当
者
が
、
試
行
錯
誤
的
に

実
践
を
展
開
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

で
は
、
現
実
に
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
の
子
ど
も
に
対
す
る
療
育

は
効
果
的
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

小
児
科
医
師
と
し
て
、
自
閉
症
の
子
ど
も
た
ち
の
診
察
・
診
断
と
療
育

に
長
期
間
に
わ
た
り
携
わ
っ
て
き
た
平
岩
氏(
７)

に
よ
れ
ば
、｢

…
今
日
で

は
、
こ
う
し
た
言
葉
を
話
せ
な
い
自
閉
症
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
で
も
、

適
切
な
療
育
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
言
葉
を
話
し
、
普
通
に
小
学
校
に
入

る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
す
べ
て
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
私
の
拝
見
し
て
い
る
中
で
は
半
数
を
超
え
ま
す｣
と
述
べ
て
い

る
。
こ
う
し
た
研
究
的
か
つ
客
観
的
な
視
野
を
備
え
た
実
践
家
の
記
述
か

ら
、
療
育
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
し
、
実
際
に
多
様
な
形
で
、
自

閉
症
の
み
な
ら
ず
発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
療
育
が
提
供

さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
児
童
福
祉
法

(

最
終
改
正
平
成
二
七
法
律
五
六)

第
六
条
の

二
の
二

[

障
害
児
通
所
支
援
等]

で
定
め
ら
れ
て
い
る
事
業

(

障
害
児
通

所
支
援
事
業
と
障
害
児
入
所
支
援
事
業
に
大
別
さ
れ
る)

と
し
て
、
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
発
達
支
援
事
業
所
、
医
療
型
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
、
放
課
後
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
、
医
療

型
障
害
児
入
所
施
設
な
ど
で
療
育
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

病
院
・
医
院
の
小
児
科
な
ど
で
も
、
発
達
外
来
と
し
て
相
談
・
診
察
を
受

け
た
子
ど
も

(

場
合
に
よ
っ
て
は
保
護
者
も)

を
対
象
に
、
療
育
が
提
供

さ
れ
て
い
る
。
中
野
・
�
本
・
大
嶽
ら
に
よ
る
報
告(

８)

か
ら
は
、
こ
う

し
た
病
院
で
の
療
育
の
内
容

(

言
語
聴
覚
士
に
よ
る
個
別
訓
練
、
作
業
療

法
士
に
よ
る
個
別
訓
練
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
個
別
療
法
や
親
子
グ
ル
ー

プ
支
援
な
ど)

、
さ
ら
に
は
、
先
に
述
べ
た
公
的
施
設

(

い
わ
ゆ
る
療
育

セ
ン
タ
ー)

に
お
け
る
療
育
サ
ー
ビ
ス
へ
の
紹
介
と
い
う
連
携
の
実
態
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
神
戸
市
で
は
、
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
運
営
す
る
大
型
児
童
館
に
お
い
て
、
神
戸
市
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
大
学
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
の
も
と
、
発
達
の
遅
れ
が
見
ら
れ
る
子

ど
も
を
対
象
と
し
た
感
覚
統
合
理
論
を
応
用
し
た
療
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提

供
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
当
事
者
た
ち
は
、
右
で
示
し
て
き
た
よ
う
な
診
断
後
の
療

育
サ
ー
ビ
ス
を
、
希
望
す
れ
ば
す
ぐ
に
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
多
く

は
、
待
機
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
状
態
で
か
な
り
の
期
間
待
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
待
ち
期
間
は
、
特
に
保
護
者
に
と
っ
て
は
、

相
当
に
不
安
で
孤
独
な
時
間
で
あ
ろ
う
と
想
像
で
き
る
。
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
自
宅
の
近
く
に
あ
る
身
近
で
通
い
や
す
い
場
所
で
療
育
を
受
け
ら
れ

る
と
い
う
仕
組
み
が
望
ま
れ
る
。
そ
う
し
た
場
所
の
候
補
の
一
つ
と
し
て
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想
定
で
き
る
の
が
、
地
域
の
子
育
て
家
庭
が
日
常
的
に
い
つ
で
も
好
き
な

時
に
交
流
し
た
り
、
育
児
に
関
す
る
相
談
に
の
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
育
児

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
り
で
き
る

｢

地
域
子
育
て
支
援
拠
点｣

で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
大
学
が
行
政
か
ら
委
託

(

補
助
金)

を
受
け
て
運
営
す
る

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
に
お
い
て
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
一
二

年
九
月
ま
で
の
七
年
間
に
わ
た
っ
て
提
供
さ
れ
た
療
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践

(

プ
ロ
グ
ラ
ム
名
は

｢

ほ
っ
と｣)
と
い
う
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
の
実

践
者
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
を
資
料
と
し
て
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
い
わ
ゆ
る
子
育
て
ひ
ろ
ば
で
実
践
す
る
意
義
を
考
察
す
る
と

と
も
に
、
今
後
必
要
と
な
る
療
育
的
な
支
援
の
方
向
性
に
関
し
て
提
起
を

お
こ
な
う
。

療
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

｢

ほ
っ
と｣

と
は

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
神
戸
大
学
大
学
院
人
間
発
達
環
境
学
研
究
科
・

ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
成
研
究
セ
ン
タ
ー
に
附
属
す
る
子
育
て
支

援
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設

｢

の
び
や
か
ス
ペ
ー
ス
あ
ー
ち｣

(

以
下
、｢

あ
ー

ち｣

と
表
記
す
る)

に
お
い
て
、
七
年
間
に
わ
た
っ
て
提
供
さ
れ
た
療
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
が

｢

ほ
っ
と｣

で
あ
る
。｢

ほ
っ
と｣

は
、
次
に
述
べ
る
よ

う
な
仕
組
み
・
手
順
・
方
法
な
ど
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
た
。

・
一
ク
ー
ル

(

一
期)

は
半
年

(

六
か
月)

で
あ
り
、
毎
週
一
回

(

火

曜
日
・
午
前
中)

、
ひ
と
月
に
四
回
の
個
別
療
育
で
あ
る
。
六
か
月

間
で
、
計
二
四
回

(

日
程
の
都
合
で
、
実
際
に
は
こ
の
回
数
を
割
り

込
む)

の
療
育
を
受
け
て
終
了
と
な
る
。
一
期
に
つ
き
四
名
の
子
ど

も
が
参
加
す
る
。
部
屋

(

約
七
〇
平
米)

の
中
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
構
造
化
さ
れ
た
空
間
で
、
二
名
が
約
四
五
分
間
の
療
育
を
受
け
る
。

そ
の
間
、
残
り
の
二
名
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
付
き
添
わ
れ
て
、
親
子

が
交
流
の
た
め
に
集
っ
て
い
る
ひ
ろ
ば

(

約
一
五
〇
平
米)

や
造
形

活
動
の
ス
ペ
ー
ス

(

約
六
〇
平
米)

で
遊
び
な
が
ら
待
つ
。
次
の
四

五
分
間
は
、
先
に
遊
ん
で
待
っ
て
い
た
二
名
が
療
育
を
受
け
、
先
に

療
育
を
受
け
て
い
た
二
名
が
遊
ぶ
。

・
保
護
者
は
、
自
分
の
子
ど
も
が
療
育
を
受
け
て
い
る
時
は
、
そ
の
部

屋
に
入
り
、
後
方
か
ら
子
ど
も
と
療
育
実
践
者
と
の
や
り
と
り
を
観

察
す
る
。
こ
れ
は
、
自
宅
で
も
親
が
実
践
者
と
な
っ
て
療
育
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
学
習
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
が
示
す
一
つ
ひ
と
つ
の
行
動
の

理
由
や
意
味
を
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
が
解
釈
し
て
伝
え
る
こ
と
も
あ
る
。

自
分
の
子
ど
も
が
遊
び
な
が
ら
待
機
し
て
い
る
あ
い
だ
、
保
護
者
は

情
報
コ
ー
ナ
ー

(

約
四
〇
平
米)

で
、
メ
ン
タ
ー
的
に
か
か
わ
る
ス

タ
ッ
フ(

障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
、
す
で
に
児
童
期
や
青
年
期
に
な
っ

て
い
る
女
性)

か
ら
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
た
り
、
子
ど
も
を
見

る
目
を
養
う
た
め
に
、
毎
回
、
親
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
宿
題

(

子
ど
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も
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
事
項
、
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
事
項
、

困
っ
た
事
項
な
ど
を
書
い
て
く
る)

に
基
づ
い
て
話
し
合
っ
た
り
す

る
・
療
育
の
対
象
は
、
三
歳
〜
五
歳
の
就
学
前
の
幼
児
。
参
加
幼
児
の
多

く
は
、
神
戸
大
学
附
属
病
院
小
児
科

(

高
田
哲
教
授)

か
ら
自
閉
症

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
と
診
断
さ
れ
紹
介
を
受
け
た
子
ど
も
、
あ
る
い

は
、｢

あ
ー
ち｣

に
お
け
る
発
達
障
害
児
・
保
護
者
向
け
の
プ
ロ
グ

ラ
ム

｢

ぽ
っ
と
ら
っ
く(
９)｣
の
参
加
を
通
じ
て

｢

ほ
っ
と｣

を
知

り
、
個
別
療
育
を
希
望
し
た
保
護
者
の
子
ど
も

(

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
障
害
児)

で
あ
る
。

・
療
育
の
内
容
は
、
主
に
、
米
国
の
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学

(

医

学
研
究
科)

が
中
心
と
な
っ
て
州
全
体
が
実
践
し
て
き
て
い
る

｢
T

E
A

C
C

H
A

u
tism

P
ro

g
ram

(

以
下
、｢

テ
ィ
ー
チ｣

と
表
記
す

る)｣

に
依
拠(

�)

し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に

｢

あ
ー
ち｣
開

設
年
で
あ
る
二
〇
〇
五
年
の
後
期

(

一
〇
月)

か
ら
七
年
間
継
続
し
て
い

た
の
で
、
計
五
六
名
の
幼
児
が

｢

テ
ィ
ー
チ
・
モ
デ
ル
教
室｣

(

�)

で
あ
る

｢

ほ
っ
と｣

を
利
用
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
幼
児
と
そ
の
親
に

か
か
わ
っ
て
き
た
実
践
者
を
対
象
に
、
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。

療
育
実
践
者
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査

ま
ず
は
、｢

ほ
っ
と｣

の
療
育
実
践
の
主
担
当
で
あ
っ
た
山
根
弘
子
氏

に
対
し
て
筆
者
ら
が
実
施
し
た
聞
き
取
り
調
査
の
方
法
・
内
容
と
結
果
と

を
整
理
し
た
う
え
で
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
で
の
実
践
が
、
療
育
実
践

者
の
目
か
ら
見
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
・
意
義
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
考

察
す
る
。

【
調
査
方
法
】
調
査
は
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
四
日
の
午
前
十
時
半
か

ら
一
二
時
ま
で
、｢

あ
ー
ち｣

内
の

｢

こ
ら
ぼ｣

と
い
う
部
屋
で
実
施
さ

れ
た
。
山
根
氏
と
筆
者
と
が
テ
ー
ブ
ル
を
挟
ん
で
対
面
し
て
腰
掛
け
、
基

本
的
に
は
、
筆
者
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
山
根
氏
が
答
え
る
と
い
う
形
式

(

い
わ
ゆ
る
半
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー)

を
採
用
し
た
。
山
根
氏
の
回
答

は
、
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
の
機
器
で
録
音
す
る
の
で
は
な
く
、
筆
者

が
ノ
ー
ト
に
書
き
と
め
た
。

【
調
査
内
容
】
事
前
に
準
備
し
て
お
い
た
質
問
事
項
は
、｢

①
地
域
子
育

て
支
援
拠
点

(

大
学
の
ひ
ろ
ば)

で
療
育
実
践
を
希
望
し
た
動
機｣

｢

②

な
ぜ
、
テ
ィ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
依
拠
す
る
の
か

(

テ
ィ
ー
チ
の
特
長

な
ど)｣

｢

③
実
践
を
開
始
す
る
際
に
、
拠
点
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
特

に
何
か
を
期
待
し
て
い
た
か｣

｢

④
従
来
か
ら
実
践
さ
れ
て
い
る
療
育
の

場
と
拠
点
で
の
山
根
氏
の
療
育
と
の
違
い
は
ど
ん
な
点
に
あ
る
か｣

｢

⑤

拠
点
で
実
践
し
た
こ
と
が
、
利
用
児
に
と
っ
て
何
ら
か
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
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た
か｣

｢

⑥
拠
点
で
実
践
し
た
こ
と
が
、
利
用
児
の
親
に
と
っ
て
何
ら
か

の
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
た
か｣

の
六
点
で
あ
っ
た
。
テ
ィ
ー
チ
に
依
拠
し
た

療
育
に
よ
る
利
用
児
の
生
活
・
行
動
上
の
変
化
・
改
善
に
つ
い
て
は
、
本

研
究
の
目
的
で
は
な
い
た
め
尋
ね
て
は
い
な
い
。

【
調
査
結
果
】

〈
質
問
事
項
①
に
つ
い
て
〉

山
根
氏
は
、
高
等
学
校

(
社
会
科)

の
教
員
で
あ
っ
た
が
、
学
校
教
員

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
う
ち
、
最
後
の
一
一
年
間

(

一
九
九
四
年
度
か
ら

二
〇
〇
四
年
度)

は
、
知
的
障
害
を
対
象
と
し
た
養
護
学
校
に
勤
務
し
て

い
た
。
退
職
後
に

｢

あ
ー
ち｣

に
お
い
て
、
夫
や
自
分
の
仲
間

(

自
閉
児

を
育
て
た
経
験
の
あ
る
母
親
で
メ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す)

、

さ
ら
に
は
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
、
療
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

｢

ほ
っ

と｣

を
開
始
し
た
。

養
護
学
校
に
在
職
中
に
、
テ
ィ
ー
チ
と
出
会
う
。
当
時
、
北
米
で
爆
発

的
に
広
が
り
、
日
本
に
お
い
て
も
普
及
し
始
め
て
い
た

A
B

A
(

A
p

p
lie

d

B
e

h
av

io
r

A
n

aly
sis

:

応
用
行
動
分
析)

に
依
拠
す
る
療
育
と
比
べ
て
、

自
閉
児
の
自
ら
話
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
は
じ
め
と
し
た
自
発
性

(
内

発
的
動
機
づ
け)

を
重
視
す
る
と
感
じ
、
テ
ィ
ー
チ
を
養
護
学
校
で
実
践

し
よ
う
と
試
み
た
。
し
か
し
、
今
か
ら
見
れ
ば
保
守
的
な
雰
囲
気
が
強

く
、
集
団
に
よ
る
活
動
が
重
視
さ
れ
て
い
た
学
校
風
土
の
中
で
は
、
周
囲

か
ら
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
少
な
く

個
別
の
指
導
は
隔
離
で
あ
る
、

絵
カ
ー
ド
の
使
用
は
不
適
切
な
ど

、
そ
の
ま
ま
山
根
氏
は
定
年
退
職

を
迎
え
た(

�)

。

二
〇
〇
四
年
度
に
、
神
戸
大
学
大
学
院
総
合
人
間
科
学
研
究
科

(

当
時
。

現
在
は
、
人
間
発
達
環
境
学
研
究
科)

が
、
翌
年
秋
か
ら
、
灘
区
役
所
旧

庁
舎
の
２
階
部
分
で
子
育
て
支
援
施
設
を
開
設
す
る
と
い
う
情
報
に
接
し
、

そ
の
開
設
準
備
委
員
会
に
参
加
し
た
。
当
該
施
設
が
掲
げ
る

｢

子
育
て
支

援
を
契
機
と
し
た
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点｣

を
目
指
す
と
い
う
理
念

に
共
鳴
し
、
こ
の
施
設
で
あ
れ
ば
、
自
分
が
長
年
に
わ
た
っ
て
志
し
て
き

た
テ
ィ
ー
チ
を
地
域
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
て
実
践
で
き
る
と
考
え
て
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

〈
質
問
事
項
②
に
つ
い
て
〉

一
言
で
表
す
と
す
れ
ば
、
テ
ィ
ー
チ
は
、
柔
軟
性
を
持
っ
て
子
ど
も
に

か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
療
育
法
で
あ
る
点
に
魅
力
を
感
じ
た
た
め
、
こ

れ
に
依
拠
す
る
こ
と
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
他
の
方
法
と
同
じ
よ
う
に
、

特
定
の
望
ま
し
い
行
動
を
目
指
し
て
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
む
し
、
好
ま
し
い
行
動
が
見
ら
れ
れ
ば
言
葉
で
ほ
め
た
り
、
ご
ほ
う

び
シ
ー
ル
な
ど
も
活
用
し
た
り
す
る
。
し
か
し
、
ま
ず
は
、
自
閉
児
が
で

き
る
こ
と
・
熱
中
で
き
る
こ
と
・
引
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
課
題
と

い
う
形
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
、
達
成
感
を
得
る
こ
と
を
重
視
す
る
と

と
も
に
、
集
中
力
な
ど
の
学
習
レ
デ
ィ
ネ
ス
、
文
字
へ
の
関
心
、
日
常
生

活
動
作

(
身
辺
自
立
の
技
能)

な
ど
の
獲
得
を
目
指
し
て
い
け
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
よ
っ
て
、
療
育
の

内
容

目
標
、
課
題
、
教
材
、
空
間
構
成
、
時
間
配
分

(

ペ
ー
ス)

な
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ど

は
異
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
い
な
い
点

が
、
実
践
者
の
力
量
が
問
わ
れ
る
と
い
う
難
し
さ
は
あ
る
も
の
の
、
テ
ィ
ー

チ
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
自
分
自
身
が
選
択
し
た
理
由
と
な
っ
て
い
る
。

〈
質
問
事
項
③
に
つ
い
て
〉

拠
点

(

子
育
て
ひ
ろ
ば)

で
療
育
を
実
践
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
大
き

く
期
待
す
る
面
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
療
育
が
継
続
し
て
可
能
な
場
の
確
保
が
自
分
の
大
き
な
目
標
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る
と
思
う
。
む
し
ろ
、
多
数
の
親

子

特
に

｢

あ
ー
ち｣

に
は
乳
児
が
多
い

が
過
ご
す
場
所
に
、
自

閉
の
子
ど
も
が
療
育
の
順
番
を
待
つ
時
間
に
入
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に

発
展
し
な
い
よ
う
安
全
へ
の
配
慮
に
腐
心
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生

に
は
、
自
閉
児
の
遊
び
た
い
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
も
、
他
の
親
子

に
対
し
て
危
険
な
行
為

例
え
ば
、
衝
動
的
に
赤
ち
ゃ
ん
の
上
を
走
っ

て
飛
び
越
す
な
ど

が
見
ら
れ
そ
う
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
そ
れ
を

防
ぐ
よ
う
依
頼
し
て
い
た
。

自
閉
の
子
ど
も
の
多
く
は
、
他
者
に
興
味
を
持
た
な
い
、
集
団
活
動
が

苦
手
、
ざ
わ
ざ
わ
と
し
た
音
が
苦
手
な
ど
の
特
性
が
あ
る
の
で
、
無
理
に

集
団
の
中
に
馴
染
ま
せ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
が
、｢

あ
ー
ち｣

内
に
は
、

授
乳
室
、
倉
庫
、
洗
い
場
、
畳
コ
ー
ナ
ー
な
ど
様
々
な
空
間
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
ら
が
彼
ら
の
遊
び
の
多
様
性
を
引
き
出
せ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

一
般
の
子
ど
も
た
ち
の
横
で
並
行
遊
び
を
楽
し
め
る

(

場
所
の
共
有)

可

能
性
も
あ
る
の
で
、
自
閉
の
子
ど
も
の
た
め
に
も
良
い
の
で
は
、
と
漠
然

と
考
え
て
い
た
。

〈
質
問
事
項
④
に
つ
い
て
〉

自
閉
児
を
対
象
と
し
た
従
来
か
ら
あ
る

｢

個
別
療
育｣

の
場
は
、
神
戸

市
が
直
営
し
て
い
る

｢

総
合
療
育
セ
ン
タ
ー｣

や
社
会
福
祉
法
人
が
運
営

す
る

｢

に
こ
に
こ
ハ
ウ
ス
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー｣

な
ど
、
神
戸
市
内
で
は
、

非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
は
、
児
童
発
達
支
援
・
放
課
後
等

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
き
た
も
の
の
、
そ
こ
で
提
供
さ
れ
る
療
育
の

ほ
と
ん
ど
は
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
実
施
さ
れ
る
遊
戯
療
法
で
あ
る
と
思
う
。

さ
ら
に
、
限
ら
れ
た
場
に
お
い
て
個
別
療
育
を
子
ど
も
が
受
け
て
い
る
間
、

親
は
療
育
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
部
屋
の
外
で
待
つ
か
、
部
屋
の
中
に
い

た
と
し
て
も
、
療
育
の
様
子
を
見
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
親
の
積
極
的
な

参
加
を
促
す
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
こ
の
拠
点
で
実
践
し
て
き
た

｢

ほ
っ
と｣

と
い
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
個
々
の
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
や

現
在
で
き
る
こ
と
に
着
目
し
た
課
題
と
そ
れ
に
対
応
す
る
手
作
り
の
教
材

を
準
備
し
て
、
落
ち
着
け
る
環
境
で
療
育
を
受
け
ら
れ
る
点
、
そ
こ
か
ら
、

生
活
面
と
学
習
面
に
お
い
て
子
ど
も
の
集
中
力
や
達
成
感
を
引
き
出
そ
う

と
し
て
い
る
点
に
加
え
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
親
の
積
極
的
な
参
加

を
促
し
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

子
ど
も
が
療
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
を
見
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
。

ス
タ
ッ
フ
が

｢

な
ぜ
、
今
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
し
て
い
る
の
か
、
そ
の

目
的
や
手
法｣
を
解
説
し
た
り
、｢

な
ぜ
、
今
、
お
子
さ
ん
は
こ
う
し
た
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行
動
を
示
す
の
か
、
そ
の
理
由
や
今
後
の
展
望｣

を
解
説
し
た
り
も
す
る
。

さ
ら
に
、
課
題
一
覧
表
を
作
成
し
、
そ
れ
を
親
に
渡
し
、
家
庭
で
も
時
間

が
あ
れ
ば
同
じ
よ
う
な
教
材
を
使
っ
て
課
題
に
取
り
組
め
る
よ
う
勧
め
て

い
た
。
ま
た
、
次
の
週
ま
で
に
親
に
対
し
て
、
毎
回

｢

宿
題｣

と
し
て

｢

子
ど
も
の
様
子
や
行
動
で
困
っ
て
い
る
こ
と｣

に
加
え
て
、｢

子
ど
も
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と｣

｢

子
ど
も
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と｣

を
必
ず
書
き
留
め
て
く
る
よ
う
に
求
め
た
。
こ
の
記
録
を
手
掛
か
り
に
し

て
、
療
育
時
間
の
前
半
・
後
半
そ
れ
ぞ
れ
に
待
っ
て
い
る
二
名
ず
つ
の
母

親
と
メ
ン
タ
ー

(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)
と
が
話
し
合
う
時
間
を
確
保
し
た
。

こ
の
手
法
は
、
子
ど
も
の
良
い
点
を
見
る
親
の
目
を
養
う
こ
と
や
子
の
成

長
・
発
達
の
実
感
に
つ
な
が
る
た
め
、
親
子
間
の
関
係
に
良
い
影
響
を
与

え
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
メ
ン
タ
ー
が
親
の
書
き
留
め
た
す
べ

て
の
困
り
ご
と
に
明
確
な
回
答
を
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ
て
も
相
談
で
き
る
場
所
が
あ
る
こ
と
に
親
は
安
心
感
を
抱

く
こ
と
が
で
き
た
。

〈
質
問
事
項
⑥
お
よ
び
⑤
に
つ
い
て
〉

ま
ず
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、｢

ほ
っ
と｣

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
に
、
親
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
組
み
入
れ
る
こ
と(

�)

を
通
し
て
、

｢

子
ど
も
を
か
わ
い
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た｣

と
い
う
多
く
の

母
親
か
ら
の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
親
の
子
ど
も
に
対
す
る
捉
え

方
が
、
否
定
的
な
状
態
か
ら
肯
定
的
な
方
向
に
大
き
く
変
化
し
、
そ
の
こ

と
が
、
親
子
関
係
の
改
善
に
結
び
つ
い
た
と
実
感
し
て
い
る
。

子
ど
も
に
関
し
て
は
、
様
々
な
効
果
が
感
じ
ら
れ
た
。
ざ
わ
ざ
わ
し
た

音
が
苦
手
な
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
、
倉
庫
や
授
乳
室
な
ど
静
か
な
場
所
を

選
ん
で
遊
べ
る
、
水
遊
び
の
好
き
な
子
ど
も
は
大
き
な
手
洗
い
場
で
使
用

水
量
を
抑
制
す
る
工
夫
を
施
さ
れ
つ
つ
も
、
満
足
す
る
ま
で
遊
べ
る
な
ど
、

遊
ぶ
場
所
の
選
択
が
あ
る
程
度
可
能
で
あ
っ
た
点
、
人
が
い
る
と
こ
ろ
で

は
走
り
回
ら
な
い
・
お
も
ち
ゃ
を
他
者
か
ら
取
っ
た
ら
必
ず
返
す
な
ど
、

公
共
の
場
に
お
け
る
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
知
る
機
会
を
も
っ
た
点
、
い
わ

ゆ
る
積
極
型
の
自
閉
児
の
場
合
、
他
の
子
ど
も
の
母
親
に
な
れ
な
れ
し
く

甘
え
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
人
も
い
て
子
ど
も
が
満
足

そ
う
で
あ
っ
た
点
な
ど
、
拠
点

(

子
育
て
ひ
ろ
ば)

に
来
て
い
る
一
般
の

利
用
者
に
迷
惑
を
か
け
な
が
ら
も
、
療
育
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
が

｢

集

団
内
で
育
っ
て
い
る｣

と
い
う
感
じ
も
し
た
。

一
般
に
、
個
別
療
育
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
個
別
の
課
題
に
集
中
し
て

取
り
組
み
、
課
題
達
成
を
通
し
て
自
信
を
得
て
、
気
持
ち
が
落
ち
着
い
て

い
き
、
そ
れ
が
生
活
全
体
の
落
ち
着
き
に
つ
な
が
る
こ
と
を
も
っ
ぱ
ら
目

指
す
た
め
、
彼
ら
と
集
団
と
の
関
係
性
は
あ
ま
り
意
識
さ
れ
に
く
い
。
一

方
、
拠
点
に
は
常
に
数
多
く
の
地
域
の
人
々
が
お
り
、
自
閉
の
子
ど
も
た

ち
は
、
個
別
の
状
況
が
安
定
し
て
い
る
時
は
、
集
団
に
自
ら
接
近
し
よ
う

と
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
一
つ
の
遊
び
、
一
つ
の
お
も
ち
ゃ
に
固
執
す

る
傾
向
が
強
い
子
ど
も
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
集
団
に
目
を
向
け
る
こ
と

で
、
い
ろ
い
ろ
な
お
も
ち
ゃ
が
あ
る
と
か
、
こ
う
し
た
楽
し
み
方
や
遊
び

方
も
あ
る
と
い
っ
た
発
見
・
目
覚
め
が
も
た
ら
さ
れ
た
よ
う
に
も
思
う
。
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聞
き
取
り
調
査
結
果
に
関
す
る
考
察

大
学
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
に
お
い
て
、
七
年
間
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
た

｢

テ
ィ
ー
チ
・
モ
デ
ル
教
室｣

で
あ
る

｢

ほ
っ
と｣

を
通
し
て
、
そ
の
実

践
者
で
あ
る
山
根
氏
が
実
感
し
た
効
果
は
、
親
の
子
ど
も
に
対
す
る
認
識

の
変
容
。
親
子
関
係
の
改
善
、
自
閉
児
の
社
会
性
の
芽
生
え

(

他
者
と
の

交
流
が
促
さ
れ
た
、
集
団
内
で
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
た
、
多
様
な
遊
び
方
へ
の
興
味
・
関
心
が
高
ま
っ
た
な
ど)

で
あ
っ

た
と
整
理
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
効
果
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら｢

ほ
っ
と｣

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
・
工
夫
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
本

研
究
の
主
た
る
目
的
で
あ
る

｢

拠
点｣

の
何
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
効
果
が

も
た
ら
さ
れ
た
の
か
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
ず
、
親
の
子
ど
も
に
対
す
る
認
識
の
変
化
や
親
子
関
係
の
改
善
に
つ

い
て
は
、
親
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
入
れ
た
こ
と
、

す
な
わ
ち
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ(

�)

の
同
時
導
入
が
直
接
の
理
由

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
方
法
が
導
入
で
き
た
の
は
、
こ
の

拠
点
の
空
間
構
成

(

部
屋
の
構
造)

に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の

｢

拠
点｣

は
、
親
子
が
自
由
に
交
流
し
た
り
遊
ん
だ
り
で
き

る
場
所

(

ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
の
空
間)

に
加
え
、
自
由
に
造
形
活
動
等
を
楽

し
め
る
場
所

(

ア
ー
ト
の
空
間)

、
地
域
の
育
児
情
報
が
得
ら
れ
る
場
所

(

情
報
コ
ー
ナ
ー)

、
そ
し
て
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
で
き
る
閉
じ
た
部
屋

(

多

目
的
に
利
用
で
き
る
空
間)

で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
ペ

ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

(

母
親
が
わ
が
子
の
療
育
の
時
間
を
待
つ
間
に

メ
ン
タ
ー
と
宿
題
を
手
掛
か
り
に
話
し
合
え
る
機
会)

は
、
情
報
コ
ー
ナ
ー

で
実
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
は
、
療
育
が
お
こ
な
わ
れ
る
多
目
的
な
部
屋

の
隣
に
あ
り
、
比
較
的
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
が
二
つ
と
椅
子
が
六
脚
ず
つ
置

か
れ
て
お
り
、
落
ち
着
い
て
話
し
合
え
る
環
境
が
確
保
さ
れ
て
い
た
と
言

え
る
。
一
般
的
に
は
、
療
育
の
た
め
に
子
ど
も
を
連
れ
て
き
た
親
が
、
そ

の
日
に
同
時
に
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
は
難
し
く
、

親
だ
け
が
訓
練
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
別
日
程
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
療
育
の
場
に
空
間
的
な
余
裕

(

部
屋
の
数
が
多

い
こ
と)

が
あ
る
こ
と
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
に
関
連
し
て
い
た
と
言
え

よ
う
。

次
に
、
子
ど
も
の
側
に
見
ら
れ
た
社
会
性
に
か
か
わ
る
効
果
に
つ
い
て

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、｢

拠
点｣

に
か
わ
っ
て
二
つ

の
要
素
が
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
目
は
、
様
々
な
親
子
が
ひ

ろ
ば
に
来
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
で
あ
る
。
ひ
ろ
ば

を
利
用
す
る
家
庭
に
対
し
て
は
、
こ
の
拠
点
の
理
念
を
丁
寧
に
説
明
し
て

お
り
、
障
害
児
・
者
も
利
用
す
る
こ
と
は
納
得
し
て
登
録
を
し
て
い
る
の

で
、
療
育
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
受
け
入
れ
る
親
も
多
い
。
そ

う
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
彼
ら
は
比
較
的
の
び
の
び
と
待
ち
時
間
中
に
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
、
気
に
入
っ
た
親
子
と
の
交
流
も
可
能
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
二
つ
目
は
、
先
に
述
べ
た
こ
の
拠
点
の
空
間
構
成
が
関
係
し
て
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い
る
。
ア
ー
ト
の
空
間
に
は
手
洗
い
場
が
あ
り
、
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
の
空
間

に
は
授
乳
室
が
あ
り
、
そ
の
他
に
倉
庫
が
三
か
所
あ
る
た
め
、
療
育
を
受

け
る
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
好
き
な
落
ち
着
け
る
場
所
で
待
ち
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
落
ち
着

き
が
、
他
者
や
他
者
が
使
っ
て
い
る
お
も
ち
ゃ
、
置
い
て
あ
る
お
も
ち
ゃ

へ
の
関
心
を
も
た
ら
し
、
他
者
と
の
交
流
や
遊
び
方
の
多
様
性
に
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

結
論
と
し
て
は
、
拠
点
で
あ
ろ
う
が
従
来
の
療
育
の
場
で
あ
ろ
う
が
、

療
育
を
受
け
に
来
た
親
子
が
、
そ、
の、
つ、
い、
で、
に、
、
同
じ
療
育
を
受
け
に
来

た
親
子
や
そ
れ
以
外
の
親
子

(

で
き
る
限
り
多
様
な
親
子)

と
自
由
に
交

流
し
た
り
遊
ん
だ
り
で
き
る
時
間
と
空
間
を
設
け
る
こ
と
が
、
苦
手
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
自
閉
児
の
社
会
性
の
芽
生
え
を
引
き
出
す
可
能
性
が
あ
る

と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら
が
、
今
後
の
療
育
に
求
め
ら
れ
る
重
要
な
観
点
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
聞
き
取
り
を
す
る
前
に
は
、
自
閉
児
の
母
親
と
ひ
ろ
ば
を
利
用

す
る
親
と
の
交
流
が
も
た
ら
す
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て

い
た
が
、
山
根
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
の
範
囲
内
で
は
、
自
閉
症
児
の
親
が

ひ
ろ
ば
で
他
の
母
親
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
そ

う
し
た
可
能
性
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
二
〇
一
六
年
度
に
は
、
こ
の

｢

ほ
っ
と｣

に
参
加
し
た
子
ど
も
の
母
親
を
対
象
に
し
た
聞
き
取
り
調
査

を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
点
も
含
め
て
、
当
事
者
家
族
の
視
点
か
ら
、

｢

拠
点｣

で
療
育
を
受
け
る
こ
と
の
意
義
を
別
稿
に
お
い
て
検
討
す
る
予

定
で
あ
る
。

註

(

１)

藤
原
武
男
・
高
松
育
子

｢

自
閉
症
の
環
境
要
因｣

『

保
健
医
療
科
学』

第
五

九
巻
第
四
号
三
三
〇
〜
三
三
七
頁

二
〇
一
〇
年
／
エ
コ
チ
ル
調
査
と
は
、

環
境
省
が
二
〇
一
一
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

(

二
〇
二
七
年
終
了
予
定)

大

規
模
な
疫
学
調
査
で
あ
る
。
名
称
は

｢

子
ど
も
の
健
康
の
環
境
に
関
す
る
全

国
調
査

(

略
し
て
エ
コ
チ
ル
調
査)｣

で
あ
り
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

一
五
地
域
の
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
五
つ
の
分

野
別
に
い
く
つ
か
の
研
究
仮
説
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
自
閉
症
に
関
係
す

る
の
は
、｢

精
神
神
経
発
達
分
野｣

に
お
け
る

｢

胎
児
期
お
よ
び
幼
少
期
に

お
け
る
化
学
物
質
の
暴
露
が
子
ど
も
の
発
達
障
害
お
よ
び
精
神
障
害
に
関
与

し
て
い
る｣

と
い
う
仮
説
で
あ
る
。

(

２)

神
尾
陽
子

｢

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
の
認
知
研
究
か
ら
わ
か
る
こ
と｣

�第
六
回
発
達
障
害
精
神
医
療
研
修
二
〇
一
三
〉
ス
ラ
イ
ド
資
料

h
ttp

://w
w

w
.n

cn
p
.g

o
.jp

/n
im

h
/jid

o
u

/train
in

g
/train

in
g

H
2

5
_

2
_

2
.p

d
f

(

３)
C

e
n

te
rs

fo
r

D
ise

ase
C

o
n

tro
l

an
d

P
re

v
e

n
tio

n

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

D
ata

&

S
tatistics

の
項

h
ttp

s://w
w

w
.cd

c.g
o

v
/n

cb
d

d
d

/au
tism

/d
ata.h

tm
l

(
４)

C
e

n
te

rs
fo

r
D

ise
ase

C
o

n
tro

l
an

d
P

re
v
e

n
tio

n

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

C
D

C

F
e

atu
re

s

／D
ise

ase
&

C
o

n
d

itio
n

s

の
項

h
ttp

s://w
w

w
.cd

c.g
o

v
/fe

atu
re

s/n
e

w
-au

tism
-d

ata/in
d

e
x
.h

tm
l

(

５)
H

o
n

d
a

H
,

S
h

im
izu

Y
,

Im
ai

M
,

&
N

itto
Y

C
u

m
u

lativ
e

in
cid

e
n

ce
o

f
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ch
ild

h
o

o
d

au
tism

:
a

to
tal

p
o

p
u

latio
n

stu
d

y
o

f
b
e

tte
r

accu
racy

an
d

p
re

-

cisio
n
.

D
e

v
e

lo
p

m
e

n
tal

M
e

d
icin

e
&

C
h

ild
N

e
u

ro
lo

g
y
,

4
7
(

1)
:

1
0

�

8
,

2
0

0
5
.

(

６)

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

特
別
支
援
教
育
資
料
関
連

h
ttp

://w
w

w
.m

e
x

t.g
o
.jp

/a_
m

e
n

u
/sh

o
to

u
/to

k
u

b
e

tu
/1

3
4

3
8

8
8
.h

tm

(

７)

平
岩
幹
男

『

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
―
療
育
と
対
策
を
考
え
る
―』

岩

波
新
書

三
頁
二
〇
一
二
年

(

８)

中
野
加
奈
子
・
�
本
寧
子
・
大
嶽
由
佳
・
東
由
佳
・
橋
本
直
子
・
梶
瑞
華
・

太
田
圀
隆

｢

地
域
総
合
病
院
小
児
科
外
来
に
お
け
る
自
閉
性
障
害
児
医
療
の

検
討｣

『

小
児
保
健
研
究』

第
七
二
巻
第
五
号

七
二
八
〜
七
三
二
頁

二

〇
一
三
年

(

９)

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
神
戸
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科
・
高
田
哲
教
授
が
、

｢

あ
ー
ち｣

を
活
用
し
て
主
宰
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
保
護
者
が
障
害

の
あ
る
子
ど
も
を

｢

あ
ー
ち｣

に
連
れ
て
き
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
こ
で

集
団
療
育
を
受
け
る
。
そ
の
間
、
保
護
者
は
近
隣
の
貸
会
議
室
等
で
学
習
会

や
交
流
会
に
参
加
す
る
。
保
護
者
に
と
っ
て
は
、
レ
ス
パ
イ
ト
・
ケ
ア
を
受

け
る
時
間
に
も
な
っ
て
い
る
。

(

�)
｢

テ
ィ
ー
チ｣

は
、
一
九
九
〇
年
頃
に
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
自
閉
症
の
あ
る

子
ど
も
の
た
め
の
療
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
カ
ー
ム
ダ
ウ
ン
す
る
場
所
も

含
め
て
活
動
す
る
空
間
を
構
造
化
す
る
こ
と

(

物
理
的
構
造
化)

や
言
葉
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
困
難
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
実
物
・
絵
・
写

真
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と

(

視
覚
的
構
造
化)

、
前
も
っ
て
そ
の
日
に
お
こ

な
う
事
項
を
決
め
て
知
ら
せ
て
お
く
個
別
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化

(

時
間
的
構

造
化)

な
ど
を
主
た
る
特
徴
と
し
て
い
る
。
／
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、T

E
A

C
C

H
A

u
tism

P
ro

g
ram

の
項
に
は
、
こ
の
大
学
の

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

｢

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
の
人
の
生
涯
に
わ
た
る

生
活
の
質
を
高
め
る
た
め
の
模
範
的
で
地
域
ベ
ー
ス
の
サ
ー
ビ
ス
・
訓
練
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
研
究
を
発
展
さ
せ
る
こ
と｣

を
使
命
と
し
、｢

自
閉
症
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
障
害
の
人
と
そ
の
家
族
た
め
の
地
域
ベ
ー
ス
の
サ
ー
ビ
ス
を
発
展
・

洗
練
・
普
及
さ
せ
る
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と｣

を
展
望
と
す
る
と
あ

る
。

(

�)

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
参
考
に

し
て
い
る
も
の
の
、
幼
少
期
か
ら
青
年
期
ま
で
を
カ
バ
ー
し
て
は
い
な
い
点
、

ま
た
、
実
践
者
で
あ
る
山
根
氏
の
考
え
方
や
工
夫
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、

あ
く
ま
で
テ
ィ
ー
チ
の
一
部
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、｢

テ
ィ
ー

チ
・
モ
デ
ル
教
室｣

と
呼
ん
で
い
る
。

(

�)

現
在
で
は
、
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
も
、
個
別
療
法
は
広
ま
り
つ
つ
あ
り
、

教
員
が
テ
ィ
ー
チ
な
ど
の
療
育
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
の
機
会
も
増
え
て

い
る
と
う
い
う

(

山
根
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査
よ
り)

。

(

�)

こ
れ
は
、
テ
ィ
ー
チ
と
い
う
子
ど
も
対
象
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
、
い
わ
ゆ

る
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
親
対
象
の
訓
練
的
要
素
を
組
み
入
れ

て
い
る
と
い
う
点
で
、
非
常
に
優
れ
た
統
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

(

�)
｢

ほ
っ
と｣

で
は
、
利
用
時
の
保
護
者
に
対
す
る
相
談
支
援
を

｢

ペ
ア
レ
ン

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ｣

で
は
な
く
、｢

ペ
ア
レ
ン
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ｣

と
呼

ん
で
い
る
が
、
こ
こ
で
は
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る｢

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
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ニ
ン
グ｣

と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
い
る
。

(

い
と
う

あ
つ
し

子
ど
も
家
庭
福
祉
論)

(

て
ら
む
ら

ゆ
か
の

助
産
学
・
子
育
て
支
援
論)
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